
まちの機能の検討について

令和６年10月4日（金）

甲府市

第３回（仮称）リニア山梨県駅前エリアのまちづくり基本計画検討委員会
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１．まちの将来像と土地利用の考え方

２．シナリオ１：生活分野（既に圏域で生活している住民・従業者）

３．シナリオ２：生活分野（新たに移住・二地域拠点生活を始める利用者）

４．シナリオ３：産業分野（テストベッドの聖地化の実現の担い手となる技術者、

研究者、ビジネスマン）

５．シナリオ４：観光分野（団体旅行ではない外国人観光客）

６．本日のまとめ



１．まちの将来像と土地利用の考え方
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• 既存の地域資源やリニア開業を契機に生まれる需要を踏まえ、それらが混ざりあうことで新たな価値を生みつ
つ、各分野に開業効果を波及させる「触媒的な働き」の候補を図示すると以下の通り。

“触媒的な働き”の候補

上記に示すものは取組の可能性を示したもので、行政が実現を約束するものではありません。

（１）まちの将来像（第2回検討委員会資料より）



１．まちの将来像と土地利用の考え方
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• 触媒的な働きをするまちとは、以下のような機能を有するまちとしての定義を試みる
① 県内外から多様な人々（ヒト）が集まり相互に交流するとともに、モノ・カネ・情報などの刺激によ

り、人々に新たな行動を起こさせるまち。
② 先駆的な地区となって新たに実験的な取組・施策が起こり、圏域の他地区に施策が展開していくまち。

（２）触媒的な働きをするまちに期待される機能

リニア駅

リニア駅前エリア

人々を引き付ける

リニア駅 リニア駅

新たな行動の起こり
圏域へ波及

行動に刺激を与える
サービス
（モノ・カネ・情報）

観光生活

産業

定義案①

定義案②

リニア駅 リニア駅 リニア駅

モデル地区（実証実験地区）
として実証・実装

施策の展開

Aエリア Bエリア Cエリア

リニア駅前エリア
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• 生活・産業・観光の各分野ごとに利用者（ターゲット）を設

定し、“期待されるシナリオ”を考え、圏域への開業効果を波及

させるために必要な“触媒的な働き”を検討する。

• 当該地区を都市的土地利用するためには、新たな都市計画の

位置づけが必要（市街化調整区域のため）。

• 都市計画を定めるには「具体的な土地利用計画（用途と規

模）」が求められる。

• 触媒的な働きの検討も踏まえる中で、まちの主要用途につい

ても今後検討を深めていく。

本資料での検討範囲は
駅前＋駅周辺

（＝総称して、リニア駅を
中心とするまち）

リニア時代は、バーチャル空間が普及する時代だからこそ、

「人がリアルに集まり交流する場所」という価値がより一層高まる

→交流拠点としてのリニア駅前エリアの可能性

リニア駅沿線の中で希少なゼロベースで開発できる、

まとまった場所 →事業用地としてのリニア駅前エリアの可能性
触媒的な働き

リニア駅

駅周辺エリア

駅前エリアの
土地利用

触媒的な働き
（特に駅前に必要なもの）１

テーマ

１
テーマ

１．まちの将来像と土地利用の考え方

（３）まちの機能の検討に関する２つの論点

２
テーマ

本日のメイン



１．まちの将来像と土地利用の考え方

4

（４）リニア開業に伴う新たな圏域形成に関する関係府省等会議 中間とりまとめ（内閣官房）



２．シナリオ１：生活分野（既に圏域で生活している住民・従業者）

5



リニア駅前エリア

２．シナリオ１：生活分野（既に圏域で生活している住民・従業者）
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圏域構成市町別の人口割合の現在と将来

• リニア駅周辺の昭和町・中央市・笛吹市などに居住する若年層が多いため、リニア開業時点においても人口
が維持される可能性が高い。

• 昭和町や中央市は圏域市町からの通勤者も多く、昼間・夜間ともに人が集まるエリアでもある。
• リニア駅前エリアには、圏域住民や従業者への生活サービス拠点として機能する可能性はある。

（１）圏域で生活している住民・従業者の実態
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【対象とする圏域】
やまなし県央連携中枢都市圏
（県央ネットやまなし）
・人口：593,156人
（2022年1月1日住民基本台帳人口）

・面積：2,091.33㎢
（国土地理院2022年全国都道府県市町村別面積調）

左図：県央ネットやまなしの構成市
町とリニア開業後品川駅から1時間
で到達できる範囲（赤線範囲内）

（出典：令和2年国勢調査）

（出典：2016年経済センサス活動調査）

（出典：やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン）

圏域内の従業者数の分布（現在）

●小井川駅

●常永駅

●
国母駅

●
甲斐住吉駅

●
山梨大医学部
付属病院

●
イオンモール
甲府昭和

国母
工業団地

甲府南部
工業団地

新山梨環状道路

●
県流通センター
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期待する
シナリオ

圏域内の住民や従業者が仕事帰りや休日にリニア駅前エリアに立ち寄り、訪れ、様々な人と
交流を行う。

リニア駅を中心としたまち

＜ペルソナ＞
• リニア駅周辺に所在する企業で働く。住まい

も郊外住宅地。
• 生活や仕事に関するイベント等がリニア駅前

で開催されるようになり、仕事前後に立ち寄
り、訪れる。

• 新しい情報に触れ刺激を受ける機会が増え
る。

想定される圏域内への波及

• 圏域内外の交流が促進されることで、地域の魅力と
新たなトレンドが融合し、山梨のライフスタイル・
ワークスタイルの多様化や高質化が促される。

リニア駅を中心としたまちでの触媒的な働き（案）

２．シナリオ１：生活分野（既に圏域で生活している住民・従業者）

（２）期待するシナリオと、想定される圏域内の波及

生活利便機能

サテライトワーク拠点

イベント・交流スペース

交流や憩いの場となるカフェ

従業者

山梨県駅

駅前の
コンテンツ

圏域住民 圏域住民

従業者

• イベント交流機能、生活利便施設
• サテライトワーク拠点（コワーキングスペース）
• 次世代モビリティ、自動運転サービス 等

アウトドアリビング コワーキング ワーケーション



３．シナリオ２：生活分野（新たに移住・二地域拠点生活を始める利用者）
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（１）移住・二地域居住生活の現状

• 新幹線開業による人口変化や新幹線駅が設置された自治体の直近の県外からの転入率を勘案すると、リニア開
業により本圏域においてもこれらの自治体平均レベルの転入率を実現できる可能性がある。

• 今後、これらのデータの精査を行いながら、まちづくりの目標設定の参考とする。

（１）県外住民アンケート（2012.1実施） （４）県外からの転入状況

資料：【実績値】総務省「国勢調査」、【推計値】国立社会保障・人口
問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018（平成 30）年推計）」、
【将来目標人口】各市町人口ビジョン

（２）圏域の将来人口推計

推計値＋
約4万人

年代 転入者数 割合

20代 2,862 19.5%

30代 2,627 17.9%

40代 2,684 18.3%

50代 3,110 21.2%

60代 3,382 23.1%

全体 14,665 100.0%

出典：山梨県リニア活用基本構想（資料編）
調査方法：インターネット調査（N=630）
開業年次：2027年、予測年次：2035年

（３）新幹線駅設置市の人口変化

参考
開業年次の
移住人口
約3,800人

開業後
約8年で
県全体で
約11,000人
（1,358人/年）

目標設定パターン（案）

１）北陸新幹線駅の事例

２）県外からの転入者数

市町名 新幹線 人口 5年前の常住地が他県

宇都宮市 東北 518,757 27,258 5.25%

小山市 東北 166,666 10,408 6.24%

高崎市 上越 372,973 19,319 5.18%

本庄市 上越 78,569 4,079 5.19%

小田原市 東海道 188,856 6,662 3.53%

熱海市 東海道 34,208 3,950 11.55%

三島市 東海道 107,783 5,171 4.80%

佐久市 北陸 98,199 4,271 4.35%

軽井沢町 北陸 19,188 1,878 9.79%

県外からの転入者割合（平均） 5.24%

(R2国勢調査)

調査対象：首都圏及び隣接県の新幹線駅

1.17
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1990 1995 2000 2005 2010 2015

軽井沢町 御代田町（隣接）

佐久市 小諸市（隣接）

開業年

（年）

Case1:軽井沢駅

Case2:佐久平駅

人口 5年前の常住地が県外

甲府市 189,591 12,521 6.6%

韮崎市 29,067 1,186 4.1%

南アルプス市 69,459 1,360 2.0%

甲斐市 75,313 3,293 4.4%

笛吹市 66,947 1,762 2.6%

北杜市 44,053 3,177 7.2%

山梨市 33,435 745 2.2%

甲州市 29,237 594 2.0%

中央市 31,216 1,172 3.8%

昭和町 20,909 1,205 5.8%

圏域合計 589,227 27,015 4.6%

参考：山梨県 809,974 37,951 4.7%

(R2国勢調査)

→県全体に占める圏域内への転入：71.2％

リニア開業によ
る新たな転入者
（5年合計）

現在の
県外転入者
（5年合計）

県外
転入率
（目標）

パターン１ 4,074 31,089 5.24%

パターン２ 4,826
（1,358人×71%×5年）

31,841 5.36%

パターン１：新幹線設置駅並みの移住の実現
パターン２：県アンケート並みの移住の実現



３．シナリオ２：生活分野（新たに移住・二地域拠点生活を始める利用者）
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（２）移住・二地域居住生活の実現に向けて

• 新たな暮らし方、働き方の主役となり得るファミリー層を他自治体並みに押し上げる戦略・戦術が必要。

出典：住環境に関する人口減少危機対策基礎調査結果の概要について（山梨県、R5）

出典：厚生労働省

共働き世帯

男性雇用・女性無職
の世帯

（共働き世帯の年次推移）

➡共働き世帯は年々上昇傾向にある。

（子どもがいる世帯の平均所得）

上昇傾向

1985年 2020年

813.5

・・・・・・・・・・・・・・

出典：令和３年国民生活基礎調査

➡子どもがいる世帯の平均所得も年々上昇傾向にあ
り、共働き世帯の増加と比例している。

出典：2022（令和４）年 国民生活基礎調査の概況

（地方移住・転職を考えるきっかけ）

➡子育て世代の地方移住や転職のきかっけは、
『自然豊かな環境での子育て』の理由が最も
多い

（首都圏民・山梨県民の住環境への不満）
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甲府市

宇都宮市

小山市

軽井沢町

佐久市

熱海市

松本市

（各年齢層の人口に占める県外からの転入者の割合）

出典：令和2年国勢調査

甲府市は15～24歳の学生層において県外転入率が高い傾向にあるが、25～34歳
のファミリー層の県外転入率は伸び代があるといえる。

25-29歳 30-34歳 合計

例１）小山市並み ＋190人 ＋300人 ＋490人

例２）松本市並み ＋590人 ＋130人 ＋720人



３．シナリオ２：生活分野（新たに移住・二地域拠点生活を始める利用者）
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（３）期待するシナリオと、想定される圏域内の波及

期待する
シナリオ

山梨の持つ自然環境や風土と都心へのアクセス性の良さが評価され、ファミリー層の移住
や二地域居住が加速する。居住支援機能が揃うリニア駅前を訪れ、人々と交流する。

＜ペルソナ＞
• 夫婦（もしくはどちらかが）都内企業

で働く子育て世帯
• 週１回程度の出社（リニア利用）で、

残りはテレワークで実施
• 週末は、山梨の自然を満喫（アウトド

ア、農業など）

リニア駅を中心としたまちでの触媒的な働き（案）

サテライトワーク拠点 交流や憩いの場となるカフェ

中長期滞在物件

10

想定される圏域内への波及

• 高質な住宅や居住環境の追求、公共交通志向型の暮
らし方、リモートワークなど、山梨のライフスタイ
ル・ワークスタイルの多様化や高質化が促され、ま
ちのブランド力の向上が図られる。

• 子育て支援、生活利便施設、教育・体験機能
• サテライトワーク拠点（テレワーク対応スペース）
• 高質な住宅
• 次世代モビリティ、自動運転サービス

生活利便機能

リニア駅を中心としたまち

山梨県駅

居住支援
機能

居住

居住

居住

居住

高質な住環境
の整備

通勤通勤

高質な住宅地リモートワーク 遠隔医療



４.シナリオ３：産業分野（テストベッドの聖地化の実現の担い手となる技術者、研究者、ビジネスマン）
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４.シナリオ３：産業分野（テストベッドの聖地化の実現の担い手となる技術者、研究者、ビジネスマン）
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（２）ビジネス交流の現状と今後の展開

（出典：リニアやまなしビジョン 概要版）

• テストベッドの聖地化の実現の担い手となる技術者、研究者、ビジネスマンなどをターゲットに設定する。

TRYやまなし
実証実験
サポート

リニア駅を中心としたまちで貢献できる可能性のある分野
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リニア駅を中心としたまち

４.シナリオ３：産業分野（テストベッドの聖地化の実現の担い手となる技術者、研究者、ビジネスマン）

13

（３）期待するシナリオと、想定される圏域内の波及

期待する
シナリオ

都心と本圏域の企業同士、研究者・技術者・経営者などとのビジネス交流が盛んになり、技
術革新や事業が創出される。

山梨県駅

想定される圏域内への波及

• 「産業クラスター」の形成による企業集積、
雇用の創出、県内居住者の増加など

リニア駅を中心としたまちでの触媒的な働き（案）

サテライトワーク拠点
・商談用会議室

VIP向け宿泊施設
中長期滞在物件

ビジネス
訪問先

実証実験
フィールドサテライト

ワーク拠点

宿泊・滞在拠点
（短期～長期）

カンファレン
ス、商談拠点

ビジネス拠点
（事業用地、
オフィス床）

＜ペルソナ＞
• 都内の企業に勤める研究者
• 研究・実証実験フィールドがリニア駅周辺

に位置しているため、リニアを使って頻繁
に行き来する。集中的に実験を行う際は、
駅近傍の短中期滞在施設で生活する。

• サテライトワーク拠点（小規模レンタルオフィス）
• カンファレンス、商談拠点（カフェ等）
• 宿泊、滞在拠点（短期～長期）
• ビジネス拠点（事業用地、オフィス床）
• 次世代モビリティ、自動運転サービス（レンタカー的役割）

周辺の工業団地 研究者向け住宅周辺の研究施設



５．シナリオ４：観光分野（団体旅行ではない外国人観光客）
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15

（訪日旅行の目的別市場規模 上位10項目）

➡海外旅行の目的別市場規模は、「ガストロノミー・美食」「お酒」な
どの食や、「庭園・花鑑賞」「ハイキング・トレッキング・登山」な
どの自然が上位を占めている。また、ラグジュアリーホテル自体が目
的とされる傾向もある。

５．シナリオ４：観光分野（団体旅行ではない外国人観光客）

（１）今後の観光客対応に向けて

・訪日外国人旅行者は増加傾向。2019年比66.6%まで回復。

51％

12％
16％

7％

14％

県外：82.9％
県内： 7.1％

海外：10.0％

県外：60.8％
県内：39.0％
海外： 0.2％

県外：93.4％
県内： 6.1％
海外： 0.4％

県外：79.8％
県内：19.8％
海外： 0.3％

県外：75.2％
県内：24.3％
海外： 0.5％

 観光客の約5割は富士・東部方面
を観光

 富士山方面は海外客に特に人気
が高い

※海外客割合：他方面の20倍以上
 平均訪問観光地点数は1.4地点

出典：令和元年山梨県観光入込客統計調査報告
書（※コロナ前最新）

出典：令和5年度観光白書

（山梨県の外国人延べ宿泊者数の推移と割合）

（訪日外国人旅行者の推移）

（訪日外国人旅行者の推移）

• 訪日外国人旅行客の圏域（国中エリア）への呼び込みがテーマと考えられる。
• リニアによる県内への移動時間が短縮され滞在時間を延ばす余地がある中で、国内客とは異なるさまざまな旅行

商品や移動サービスの提供に期待される。
• 外国人客の日帰りが中心である観光行動をどのように変えられるかが課題となる。

出典：令和４年山梨県観光入込客統計調査報告書
（観光庁宿泊旅行統計調査より）

出典：JNTO 22市場基礎調査



観光支援
機能

５．シナリオ４：観光分野（団体旅行ではない外国人観光客）
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（２）期待するシナリオと、想定される圏域内の波及

期待される
シナリオ

リニアを利用して本県に訪れる外国人観光客が増加し、移動時間の短縮による国中エリアの
観光地にも足を運び、現地で地域住民との交流や文化・資源に触れる機会が増える。

想定される圏域内への波及

• 圏域内の観光関連産業（飲食・宿泊・物販・観光農
業・交通等を含む）の振興

• 圏域内の自然や文化など、新たな観光的資源の発掘・
発見

• 外国人等多様な人が共存する社会の醸成 等

リニア駅を中心としたまちでの触媒的な働き（案）

インフォメーションセンター 待ち時間を楽しむカフェ

リニア駅を中心としたまち

山梨県駅

観光地

観光地 観光地

観光地

• 観光支援機能（インフォメーションなど）
• 物産・物販、飲食施設など（待ち時間を活かした滞在）
• 次世代モビリティ、自動運転サービス

（観光タクシー的役割）

＜ペルソナ＞
• リニアを利用して山梨を友人との個人旅行

で訪問。
• 県内の観光地を巡るガイド付きのサービス

を利用。
• 夜は地場の食事と酒を楽しみながら宿泊。

県内観光地

登美ヶ丘ワイナリー新倉山浅間公園 御岳 昇仙峡



６．本日のまとめ（触媒的な働きをするまちのイメージ（案））
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• 各分野における触媒的な働き（案）を整理した。本日の意見も踏まえつつ、今後、この検討を深化させる。
• 民間資金を最大限活用しながら触媒的な働きを実現するための方策についても、あわせて検討を行う。

ターゲット 支援施設系、その他 ビジネス系 交通系

生活分野
（圏域住民等）

圏域内の住民や従業者 •イベント交流機能

•生活利便施設

•サテライトワーク拠点

（コワーキングスペース）

•次世代モビリティ、

自動運転サービス

生活分野
（移住等）

新たな暮らし方、働き

方の主役となり得る

ファミリー層

•子育て支援施設

•生活利便施設

•教育、体験機能

•高質な住宅

•サテライトワーク拠点

（テレワーク対応スペース）

•次世代モビリティ、

自動運転サービス

産業分野 テストベッドの聖地化

の実現の担い手となる

技術者、研究者、ビジ

ネスマン

•商談拠点（カフェ等）

•宿泊・滞在拠点（短期～

長期）

•サテライトワーク拠点

（小規模レンタルオフィス）

•カンファレンス施設

•ビジネス拠点

（事業用地、オフィス床）

•次世代モビリティ、自

動運転サービス（レン

タカー的役割）

観光分野 （団体旅行ではない）

外国人観光客

•観光支援機能（インフォ

メーションなど）

•物産・物販、飲食施設な

ど（待ち時間を活かした

滞在）

•次世代モビリティ、自

動運転サービス（観光

タクシー的役割）



触媒的な働きをするまちのイメージ（案）

レジャー

ビジネス

通勤・通学 etc.

６．本日のまとめ（触媒的な働きをするまちのイメージ（案））
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レジャー

ビジネス

通勤・通学 etc.

リニア駅を中心
とするまち

• 各分野における触媒的な働き（案）を整理した。本日の意見も踏まえつつ、今後、この検討を深化させる。
• 民間資金を最大限活用しながら触媒的な働きを実現するための方策についても、あわせて検討を行う。


